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結
構
お
も
し
ろ
い
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
、
参
加
し
て
み
ら
れ
た
ら

い
か
が
で
し
ょ
う
。
新
し
い
発

見
が
あ
り
ま
す
よ
。 

・
互
い
の
活
動
内
容
を
聞
い
て

み
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、

活
動
の
参
考
に
も
な
り
ま
し
た
。 

日  時：11月23日（水・祝）14：00～16：30 

場  所：寝屋川市立市民会館 2階 第1会議室 

内  容：第1部 講演 

          講師＝近畿大学総合社会学部教授 

             久 隆浩（ひさ たかひろ）さん 

第2部 グループワーク 

社協ボランティアの活動と市民活動センタ 

ー登録団体の活動に違いがあるのかどうか。 

「ボランティアって何？」についての講演を 

もとに、参加者同士意見交換をつうじて、相 

互理解を試みながら交流を深める。 

参加対象：市社協ボランティアセンター登録団体・個人、 

校区ボランティア部会、市民活動センター所 

属団体 

問合わせ：当会 電話072-838-0400 

 

 

 

同
じ
寝
屋
川
市
内
で
活
動
を

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内

容
や
形
態
な
ど
に
つ
い
て
、
相

互
理
解
と
交
流
を
深
め
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
充
実
し
た

活
動
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し 

て
、
今
回
８
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
す
。 

□
■
前
回
の
参
加
者
か
ら 

・
毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

８
回
目
に
な
る
の
で
す
ね
。
そ

の
つ
ど
、
内
容
も
変
わ
っ
て
、 

寝
屋
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
寝

屋
川
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
協

働
で
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど

い
』
を
開
き
ま
す
。（
下
記
詳
細

参
照
） 

 

昨
年
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど

い
」よ
り
＝
活
動
者
が
一
同
に
か
い

し
て
、
活
動
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。 
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出
演
し
て
、
喜
ば
れ
、
ま
た
、 

会
員
（
出
演
者
）
も
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
こ
と
に
「
生
き
が
い
」

を
感
じ
、
日
々
の
活
動
に
つ
な

が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

マ
ジ
ッ
ク
や
落
語
な
ど
に
関

心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
「
Ｓ
Ａ

北
河
内
百
楽
の
会
」
で
ご
一
緒

に
活
動
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

◆
代
表 

谷
口
さ
ん
よ
り 

 

私
た
ち
の
出
前
講
座
で
よ
け

れ
ば
、
先
約
の
な
い
限
り
、
い

つ
で
も
訪
問
し
ま
す
。 

 

大
い
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

 

 

 

□日 時：11月29日（火）9：30～14：00 

□場 所：東北コミュニティセンター調理室・多目的室 

□内 容：調理実習と試食、校区のボランティア活動の紹介 

□対 象：“料理が好き”なことを活かしてボランティア活 

動をしてみたい人、ボランティア活動に関心があ 

り、東北コミセン地域在住の人 16人。 

□申し込：11月22日（火）までに当協議会へ電話で 

     838-0400 

□その他：エプロン、三角巾、上履きをご持参ください 

□主 催：第五校区福祉委員会ボランティア部会・当センター 

 

シ
ニ
ア
中
心
の
演
芸
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
Ｓ
Ａ
北
河
内
百
楽
の

会
」
は
落
語
を
は
じ
め
、
マ
ジ

ッ
ク
等
々
、
伝
統
的
な
演
芸
を

愛
好
す
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。 

 

大
阪
府
内
を
中
心
に
、
京
阪

神
の
福
祉
施
設
や
病
院
に
出
か

け
「
ふ
れ
あ
い
」
を
喜
び
と
し

て
の
活
動
で
す
。 

 

寝
屋
川
市
内
に
お
い
て
も
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
、
自
治
会

や
老
人
会
、
ま
た
高
齢
者
福
祉

施
設
等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

出
演
し
て
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

出
演
者
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

こ
と
に
「
生
き
が
い
」
を
感
じ
、

日
々
活
動
し
て
い
る
そ
う
で

す
。 

あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
ご
一

緒
に
活
動
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。 

 

（
代
表 

谷
口
さ
ん
よ
り
） 

 

私
た
ち
の
出
前
講
座
で
よ
け

れ
ば
、
先
約
の
な
い
限
り
、
い

つ
で
も
訪
問
し
ま
す
。 

 

大
い
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」
ま
で
・
・
・ 

 

  

体などが不自由で、さんぱつに行けない

人の施設や個人宅へ無料で「さんぱつ」の

出前があります。 

詳しくは当センターへ 838-0400 

 

←
施
設
で
お
得
意
の
落
語
を

披
露
す
る
谷
口
代
表
。 

「
素
人
さ
ん
と
思
え
ん
ぐ
ら

い
、
よ
う
笑
い
ま
し
た
わ
」
と

参
加
者
の
声
。 

 

つ
で
も
訪
問
し
ま
す
。 

 

大
い
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。 

申
し
込
み
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ア

セ
ン
タ
ー
」
ま
で
。 

（
Ｉ
） 
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ボランティア活動調整報告  【当ボランティアセンター取り扱い調整分（施設・団体に限定）】 

月 活 動 日 
活  動  先 

〔施設・団体〕 
活動分野 活動内容 人数 

対   応 

〔ボランティア・校区・団体〕 

８ 

2 ・9 ・30 
いちょう園小規模多機能 

ホーム 
高 齢 者 行事援助 6 明和  

2 デイサービス友・遊  高 齢 者 行事援助 6 東 

2 さくら草 身体障害 訓練補助 2 成美 

7 カルディアの家寝屋川 高 齢 者 行事援助 5 梅が丘 

8・9・10 清徳デイサービス 高 齢 者 行事援助 8 個人 

10 サンセール香里園 高 齢 者 行事援助 1 SA北河内百楽の会 

13・21 グリーンヒル淳風 高 齢 者 行事援助 10 明徳宇谷・東 

15・16・18 

19・20 
十字の園デイサービス 高 齢 者 行事援助 8 個人 

17 池田輝きのまち 高 齢 者 行事援助 3 美鈴会 

18 
ひまわりの会 

筋難病患者及び家族の会 
身体障害 行事援助 2 池田 

18 樹楽団らんの家香里園 高 齢 者 行事援助 1 SA北河内百楽の会 

22 ボランティアセンター  通信折込 2 個人 

22・23・24・25・

26 
特養 寝屋川石津園 高 齢 者 行事援助 10 田井石津・木屋 

９ 

1・8・29 スペシャルオリンピックス 障 害 者 活動支援 5 個人 

5 グループホームつかさの家 高 齢 者 行事援助 1 SA北河内百楽の会 

6・22 デイサービス友・遊  高 齢 者 行事援助 4 東 

6 さくら草 身体障害 訓練補助 2 西 

9・12・14 めぐみデイサービス 高 齢 者 行事援助 12 河北民踊・美鈴会・個人 

11・14・17 

24・30 
グリーンヒル淳風 高 齢 者 行事援助 10 明和・明徳宇谷・東・個人 

12・13・14 

15・16・17 
十字の園デイサービス 高 齢 者 行事援助 12 池田・個人 

13 
グループホーム 

ここから高宮 
高 齢 者 行事援助 4 あけぼの会 

14・15 デイサービス リンク寝屋川 高 齢 者 行事援助 3 百楽の会・個人 

14 白井内科医院 高 齢 者 行事援助 5 個人 

17・29 グランダ香里園 高 齢 者 行事援助 10 京阪ナツメロ・らぶ 

17 
地域へはばたけ子ども交流 

事業(寝屋川支援学校) 
障害児 活動支援 ４ 明和 

19 香西園 高 齢 者 行事援助 8 バラの会 

22 池田輝きのまち 高 齢 者 行事援助 2 個人 

24 北校区福祉委員会土曜サロン 高 齢 者 行事援助 1 個人 

26 下神田町老人クラブ喜楽会 高 齢 者 行事援助 2 天満天神の会 

 

活動調整にご理解とご協力を頂きまして、一

同感謝しています。（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ相談員） 

 近年高齢者施設を対象にしたボランティア

需要が増加の傾向にあります。当センターの 
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寝屋川市内の交通過疎地を走る「タウンく

る」が開通して５年余りになります。 

別名コミュニティーバスと付いていますが、

その名の通り、運転手さんも他の路線バスに比

べて親切に感じます。そして、なによりも、乗

客の優しく暖かいこと。 

もちろん朝は混み合い、始発から３停留所ぐ

らいまで来ると、空席がなくなりますが、毎日

杖をついたり、歩行のおぼつかないお年寄りや

体の不自由な人が乗り込んできます。こんな

時、必ずだれかが席を譲る光景を、目にするの

が日常茶飯事です。 

また、手押し車や大きな荷物のお年よりの乗

降車時にも乗客のひとりが、時には複数の人が

荷物を持ったりして、それを手伝います。 

 本当に小さいバスですが、乗っている人のだ

れもの大きな思いやりであふれています。 

 もちろん、今日もこのバスでボランティアセ

ンターへやって来ました。    （新宅） 

 

 
平
成
２３
年
度

（
市
制
施
行
６０
周

年
記
念
）
寝
屋
川

市
敬
老
記
念
式
典

で
「
長
寿
社
会
功

労
者
」
と
し
て
、 

１
７
７
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
、
表
彰

さ
た 

 

さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
長
年
地

域
社
会
や
家
庭
に
お
い
て
、
高

齢
者
福
祉
な
ど
に
功
労
し
、
そ

の
功
績
が
他
の
模
範
に
な
る
と

認
め
ら
れ
た
人
で
す
。 

 
ま
た
、
顕
彰
（
１７
人
）
寿
詞

(

３
９
２
人)

も
贈
呈
さ
れ
、
長

寿
社
会
功
労
団
体(

１６
団
体)

も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

中
央
校
区
と
当
セ
ン
タ
ー
の

共
催
で
１０
月
３
日
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
を
開
き
ま
し
た
。 

 

京
都
光
華
女
子
大
学
、
石
井

祐
理
子
さ
ん
の
講
義
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大
切
な
こ

と
と
し
て
「
自
発
性
」、
活
動
で

立
場
に
な
っ
て 

１ 

は 

①
振
り
返
り 

②
相
手
の

立
場
に
た
つ
こ
と 

③
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
な
ど
に

つ
い
て
の
お
話
で
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
意
義
が
よ
く
理
解

で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

長
寿
社
会
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
感

想
を
う
か
が
っ
て
み
ま
し

た
。 

◇
地
域
で
１０
年
以
上
福
祉

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
回

表
彰
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
、

気
は
ず
か
し
い
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
を
機
に
も
う

少
し 

少
し
、
自
分
や
人
様
の
た
め
に

が
ん
ば
れ
る
か
な
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。（
７０
歳
代
男
性
） 

◇
日
ご
ろ
の
活
動
を
認
め
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
う
れ
し

く
感
じ
ま
し
た
。
本
来
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
裏
方
で
、
コ
ツ
コ
ツ

す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
か
ら
。（
６０
歳
代
女
性
） 

手
話
歌
を
体
験
す
る
参
加
者
の

み
な
さ
ん 


